
がん検診の受診率  

胃がん、肺がん、乳がん、大腸がんは40歳以上、子宮がんは20歳以上を対象。  

健診等（健康診断、健康診査及び人間ドック）の中で受診したものも含む。  

（％）  
40．0  

30．0  

20．0   

胃がん  
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診  

ん
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出典：国民生活基礎調査（厚生労働省）   



資料10  

小学校学習指導要領における「がん」に関する主な記述  

小学校学習指導要領（平成20年3月告示）抜粋  

第9、節 体育  

第2 各学年の目標及び内容  

〔第5学年及び第6学年〕   

2 内容   

G 保健   

（3）病気の予防について理解できるようにする。  

り 生活習慣病など生活行動が主な要因となって起こる  

病気の予防には、栄養の偏りのない食事をとること、  

口腔の衛生を保つことなど、望ましい生活習慣を身に  

付ける必要があること。  

エ 喫煙、飲酒、薬物乱用などの行為は、健康を損なう  

原因となること■。  

【解説】  

り 生活行動がかかわって起こる病気の予防  

生活行動がかかわって起こる病気として、心臓や脳の血管が   

硬くなったりつまったりする病気、むし歯や歯ぐきの病気など   

を取り上げ、その予防には、糖分、脂肪分、塩分などを摂＼りす   

ぎる偏った食事や間食を避けたり、口腔の衛生を保ったりする   

など、健康によい生活習慣を身に付ける必要があることを理解   

できるようにする。  

エ 喫煙、飲酒、薬物乱用と健康  

（ア）喫煙については、せきが出たり心拍数が増えたりするなど   

して呼吸や心臓のはたらきに対する負担などの影響がすぐに現   

れること、受動喫煙により周囲の人々の健康にも影響を及ぼす   

ことを理解できるようにする。なお、喫煙を長い間続けると塵  

壁＆や心臓病などの病気にかかりやすくなるなどの影響がある   

ことについても触れるようにする。  

ー47－   



中学校学習指導要領における「がん」に関する主な記述  

中学校学習指導要領（平成20年3月告示）抜粋  

第7節 保健体育  

第2 各分野の目標及び内容  

〔保健分野〕   

2 内容  

（4）健康な生活と疾病の予防について理解を深めることが  

できるようにする。  

イ 健康の保持増進には、年齢、生活環境等に応じた食  

事、運動、休養及び睡眠の調和のとれた生活を続ける  

必要があること。食事の量や質の偏り、運動不足、休  

養や睡眠の不足などの生活習慣の乱れは、生活習慣病  

などの要因となること。  

り 喫煙、飲酒、薬物乱用などの行為は、心身に様々な  

影響を与え、健康を損なう原因となること。また、こ  

れらの行為には、個人の心理状態や人間関係、社会環  

境が影響することから、それぞれの要因に適切に対処  

する必要があること。  

【解説】  

イ 生活行動・生活習慣と健康  

（エ）調和のとれた生活と生活習慣病   

人間の健康は生活行動と深くかかわっており、健康を保持増   

進するためには、年齢、生活環境等に応じた食事、適切な運動、   

休養及び睡眠の調和のとれた生活を続けることが必要であるこ   

とを理解できるようにする。また、食生活の乱れ、運動不足、   

睡眠時間の減少などの不適切な生活習慣は、やせや肥満などを   

引き起こしたり、また、生活習慣病を引き起こす要因となった   

りし、生涯にわたる心身の健康に様々な影響があることを理解   

できるようにする。  

ー48－  
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ウ 喫煙、飲酒、薬物乱用と健康  

（ア）喫煙と健康   

喫煙については、たばこの煙の中にはニコチン、タール及び   
一酸化炭素などの有害物質が含まれていること、それらの作用   

により、毛細血管の収縮、心臓への負担、運動能力の低下など  
様々な急性影響が現れること、また、常習的な喫煙により、亜   

がんや心臓病など様々な病気を起こしやすくなることを理解で   

きるようにする。特に、未成年者の喫煙については、身体に大   

きな影響を及ぼし、ニコチンの作用などにより依存症になりや   

すいことを理解できるようにする。  

－49－   



高等学校学習指導要領における「がん」に関する主な記述  

高等学校学習指導要領（平成11年3月告示）抜粋  

第6節 保健体育  

第2款 各科目   

第2 保健   

2 内容   

（1）現代社会と健康  

イ 健康の保持増進と疾病の予防  

健康を保持増進するとともに、生活習慣病を予防す  

るためには食事、運動、休養及び睡眠の調和のとれた  

生活の実践及び喫煙、飲酒に関する適切な意思決定や  

行動選択が必要であること。  

【解説】  

イ 健康の保持増進と疾病の予防  

（ア）生活習慣病と日常の生活行動  

健康を保持増進するためには、適切な食事、運動、休養及び   

睡眠など、健康的な生活習慣が必要であることを理解できるよ   

うにする。その際、一日常の生活行動と深い関係のある、墨堕塾   

生塾、虚血性心疾患、高脂血症、歯周病などの生活習慣病の予   

防を適宜取り上げ、健康に関する適切な意思決定と行動選択が   

重要であることを理解できるようにする。  

ー50－  
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小学校の保健教科書における「がん」関連記述  

○出典＝株式会社学習研究社『新・みんなの保健5・6年』平成20年  
＼1117  
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中学校の保健体育教科書における「がん」関連記述  

○出典‥東京書籍株式会社『新編新しい保健体育』平成20年  

三笠汚行勤・生講習憫と正芯  

豊満習慣病と隠  
無二日本人の死因の内訳   
（2003年調整）  

その他   わリレ   
4［l．かも  こロ．≡†i  

L昭納1・とノ   

・描糾1てE．7こ」 

‾ ■－、 れ        ‥こ．しil亡  

昭空㌫こ帽三 人こ頼さごた「2：0コ三〉  

㍉ 生活習慣病が超還る警固  

生活習慣病は．心身に負担になる生活習慣や行動を温け  

ることによって引き起こされます。生活習棺桶にかかわり  
ヘルしlく  

のあるものには，の食生活（食べ過ぎ，偏食，栄尭不足），  

③運動不足，③休養・睡眠の不足，せ偶成のストレス．①  

娯凰 ◎飲盲軋 が大きな安田としてあげられ．数年から数  

十年かかって発柄します。  

生活習慣病櫨だ⑬避雪顧病荒か  

運動不足や栄養過多は肥満につながります。高血圧症は  

塩分のとり過ぎやストレス．高脂血症は動物性脂肪のとり  

過ぎと関係の報いことがわかっています。これらによって  

血管の血液が過る部分がせまくなったり．訓くなったり，  

血管がもろくなったりするを引き起こし．脳卒中  

や心臓病の原因となります。がんは，喫煙や動物性脂肪の  

とり過ぎ，野菜の不足などが関係しています。   

⑳生活習憤病は，どのような生活習慣と関係があるのでしようか。已ノ表†，国1  

⑤生酒習慣病は，どのような病気なのでしょうか。ヰ・国1  

一艇生活晋l買のチェック  
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□□からだを鋸〉、すことが好き。  

ロ口数歩奄よくしている．  

ロロ休日は．州こ出て運動する巾  

Y朗I力  

□□合判澗は．規則正しい。  

ロロ朝食は．毎日とっている。  

ロ⊂］問頂は，あ謀りしないh  
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N〔）のところは．改醤し若しょう。  
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心症）  
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⑳がん  
など  
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がん．心臓楓 脳卒中は．現取 口本人の死同の約6捌  

をしめており．≡大生活習惧病といわれています。   

く竃日本人の死因上位をしめる生活習慣病  

⑳不適切な食生活（食塩のと しUう   

り過ぎ．脂肪のとり過ぎ．   

エネルギーのとり過ぎなど）  

⑳運動不足  

⑳瞳闇不足         上■Jl▲．  
⑳飲酒．喫煙           J」・し▲う  

◎ストレス過剰など  がん用憎が義護岸・無制限に離して．託わり  
の健康な澗織をこわしてほこるもので．特に肺が  

んは喫煙との関係が深く．死亡率も扇い。  

ゝタ．1丁   
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脳の血琶が磯れたり（脳出血）．つまったり（脳  

こうモく〕して，脳が障冨を受け．忘識苛失ったり．  
手足のまひなどを起こしたDする。  

生竃習慣信   ：高血圧荘  心陸稲  

： エネルギーのとり過ぎ．運動  

二不足．肥満などが原田で．血液  

…申のブドウ棺の鼠壷が高くなる  
；病気。生活習慣によらない体環  

；によるものもある。  

血管内の圧力が何らかの軍国  

で高くなる病気。持続的で万る  

と．さ苦ざまな生活習慣病に桔  

びつく。  
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中学校の保健体育教科書における「がん」関連記述  

○出典：株式会社学習研究社『新・中学保健体育』平成20年  

ノ′－●・、  

し三う生活習■原語砂予防   

生活習慣病は，生活習慣をできるだけ望ましいものにして  

促康を増進し，発病そのものを予防することが重要です。ま  

た，定湖的に検査を受けることも有効です。生酒習慣病は叔  

しニ1一こち 別にはほとんど自覚症状がなく】じわじわと進行するからで  

r-, 
・て二、 す。検査によって早期発見・早期治療ができれば，その多く  

は追行をくいとめることができるのです（賃料5）（，   

現代の社会は，夜型生活や運動不足になりやすく．ストレ  

スも起こりやすくなっています。健康状な生清習慣づくりに  
じっせん しえん  

は．個人の白光と英厭とともに，′個人を支援する祉卦蘭完境  

の脛刷が必要です（賃骨l・6）。  

エネルギーのとりすぎや運動不足，肥満な  
◎  

どは，糖尿病につながります。粕尿病は，血  こ Eニニでは．僅居：苛の細ノ＼  

の古∋人は描l．6□D万人と  
てtlll＼  

腫計ごnてい召：す。㍊尿咋lほ  

血議！匡の慎也て饉耳モ‡ロ岳こ  

上ができ課て「、訂お．漂環罰  

に：ま，生活習催とは照闇雫lこ  

起こ云もの二仁lあり訳す。  

¢ ご主イ云ラー■とは．il］旧啓つく  

るた■l．ぅの三至高】同に持たる1ご濯  

が沼己iこ謀れた鳶職のことで  

し 、  

∵＼じ亡う  

液にふくまれるブドウ糖の毘が異常に多くなる病気です。粕  

1、たん  しんぞうこ（上ぅ  の－l・三っt．－，  

尿病になると，血掛二負担がかかるため．心臓病や脳孝・こ‡］  
L上うがい  

じん臓や甘，血管，神麓の障害など．さまぎまな柄気を引き  

起こすようになります。  ¢）ぬ1つせて．生走去≠美甘  

蓋す右｝ことむ必要です．．  

し11ニl  「 i置鮎醐勿性脂肪の七ぺすぎ・塩分のとり  二J〕t11J 
とけぎ．瑠勿誠菰や舶華包野菜の不足などは，  

六川ごろ  いでん し◎  
がんにつながります。がんは，正常な紺月包の遺伝子がきずつ  

けちつじ上ぞうし【く  
いてがん細胞に変化し，そのがん川Jl如；無根序に増如して器  

官の働きをおかしてしまう病気です。  

よ
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藁：：■斗5  生活習慣柄の予防   

怯昂唱道・発病予防   
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真：1司4・ がんをm；ぐための12か完   
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しIIケ  

食べすぎをさけ．脂肪  

はひかえめに  
芸引ヒの拓る長生箔を  ハランスのとれた珊悪擢  

こげた部分はさける  

‾－  

．一  

；弧のビタミンと慢細  

田のものモ多くとる  
堰からいものは少なめに．  

熱いものはさましてから   
たばこは戦わないように  

早期発見■早紬台痘  

日光に当たりすぎない  かびの生えたものに注荘  

阻龍化髄・茶粥予防のことを「一次予防．≦．軍用発見・．早期治頂のことを「二貴子購」とし1うこと急かコ宗す。  

し1／． JりJ」‾  

賃料6  個人の取り組みを支指する社会的環境の慧備の例  
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†，lコrJ7こフ≡・〃・叩刊行．、  

；言早期発見・早酢白福によこて．ぴんの治る可昌巳性は石ぎり刑■。  ＝‥如くん▲じンクー「がんを訂fぐ美肌12小た上川【伸  

再
出
 
 

琴芦   「がんを防ぐための12か莱」を，①英行で萱ているもの．②英行で蕾ていないものに分けて  
土・、・」ヽ  

み≡しょう。そL・て，（彰を改善するためにはどうしたらよいか，考えてみ≡しょう。  
土建如否認の毘偏  正宗ざまな燵灰つくりiエ仙    催取情粗か混供  

評鮎－の鮭缶をふり遮り・生謂刷痛出血してみルよこう。（輔－〕2J   



高等学校の保健体育教科書における「がん」関連記述  

○出典：株式会社大修館書店『現代保健体育』平成20年  

りの部分は逝けられるという研究絃鵜がでてい皇す（凶ユ）。   
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たとえ虹r定盲さご用＿iかロつ」ご！  

上の人の寿浣粕：3つ以下の人に比  

べて買いことわリコか「ている  恵．億廃の基本一食夢  運動  休豪産よび延眠－ （と5硫の男造て摘‖喝．女性  
こ泊7年な）．  

菅生悪習偶と僅琵のかかわり 食事・運軌・  

休養膚よぴl睡眠といった±ヒ倍計駅が他康のた  

めにたいせつだということは苦からいわれて  

きましたが，近年で乱それが研究によって  

明椰に示されるようになりました 脂12）．現  

代社会において払卜生活浄机痛が大きな開祖  

となっている ため，その正賓恍ほますます  

増してきています。また．ストレスをはじめ  

とする心の隠窮問題肯防ぐためにも．運動こ  

よる気分転換や休養・睡眠は勃邦曲です。  

1つひとつの生活習慣Hま，独立して存在し  

ているわけではありません。たとえば，よく  

運動する人は，それにみあった食事・休養が  

屈Z 寺ってい各松雄習Ⅷの蔓設と馴出際のm借  
（ペロックとブレスロー．1S72三）  

q．8「 り：いl  ‘▲ e・－」くタテ和の甜軋糊の斗咽互05とした鑑胡）  

C．2」  

生活習膵病とは何かを、具体的な窮鼠の例を品げながら説明できるようになる．  

生活習惜病を防ぐ方法を食事・運動・伴遣および睦醍などの側面から考えられるよう  
になる．  
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璧生活習慣病とは がん，心臓病．脳草11：1などの病気もも 中高年に多  

くみられることから．長い間「成人病」と呼ばれてきました。しかし，研  

究がすすむにつれ，がんは喫煙や不遇切な食執脳卒中や心臓病は喫煙や  

口跡繋．   

｝‾′   、．＝1－  

0、■ク・  

25 30 35‘lD455U 55机 65 7U75 80くぬJ  
け．10う「脳卒中lの頂S鰐；．  

岱み力くさの⊂と。乙］みか苫と  

いうと強く協空こすること亡とら  
え．歯や迫閃を！二；つけることかあ  

るのモ．ブラツシンクというj宗舌  

が多くなっている．  

宗1 代諜的な生活苫1月肩  

不適切な食執 避励不足といった生活習偶と深くI；甘遁していることが明ら  
吐出溜1㍍の戎什やってJ・よう」別ヨ）と蛇口」艦棚減をまとヱこ．たちり  

（グラフ机下にいくほとに苔や宜・朗√歩く．上にいくほど駕かこ三精一r  
いることな玉算すがハ起は訓㌫の飢、人は．キをとっても融舵訓め少  
机、人の竃いときと同じくらい址nミ的ろ・こと力でわか石一  

かになってきました。そこで，食事や迎動と関連の掛、や．  

しい叩Jう 食事やブラッシング，喫蛭などと閲迩の澤い歯周病なともふくめて  

「生活習慣病」という新しい呼び名が生まれました（衣1〕。  近軋富治副二1罪のS惇芸に  
な諒メタホリツウシンドローム  
（閏昭脂肪堰13已f）カニ昔日されT  

い訊内随脂駈肥浣を六毒の至ロ  
とし．胃血軋芯地圧．芯矧加この  
うち2つ壱u＝に㌫当丁る拭Ij三石い  

う，メタホリックシンドローム奄  

弾く疑わ11たり予‰恥と誓えられ  

る人隠とくに40～74孤で多い，  

必要であるように．たがいにかかわりあいながら脚注ささえているので  

す。  

¢よりよい人生のために 生活惣憤が重要なのは，た′しに長生きするた  

めや嫡気にならないためだけではありません。旬日を生き生きと暮らして  

いくためにも，生活習蝦は韮要な役割を果たしています。たとえば．食射  

¢皇竜笛慣病予防の琴見方  成人嫡というと，年をとったら避けられな   

いというイメージをもちがちですが，   

生活習雅一痢といえば，生酒のしかたに   

よっては避けることも可稚だというと   

らえ方ができるのではないでしょうか。   

実際そのとおりで，生活登頂嫡のかな  

団1粟国別がん死亡の割合（1ニール．1981年）  

が ／u  正式には課は雄三便という．がんの持態ーよ摺把カ†羅刹慣lこ  
椚犯することと，宛！呈することて諮る，軋胃．肝脳．大間一瓢  
同なとのかんか代糞l持て．胃かんは減少を放けこいる机肺  
がんについては男文とモ」こ佗畑中である．  

には，栄養業を附ことりいれ，体をつくり，柘打の活動をささえ  

るという役割がありますが，同時に．食べるということはそれ仁l  

体が無しみであり，また，一音別こ食べる人とのコミュニケーショ  

ンの捌こなるという意味もあります。そのことは，運動などのほ  

かの生活習俄にもあてはまります。その人にあった肘計鷲‖和ま，  

健康づくりに役立つばかりでなく，生活の質を臨めることにもつ  

ながるのです。  

ハイキングで讃しい衷㌍  
溢血性心療虚はその代畏で．心筋に緊童と蟻荒窄袖幅してい  
る冠横軸猟の咤化好もとになっておこる同気でぁる．勤師ガ  
つまり．心筋か惰托するものを心境庚巫といらl・血恐か弄れ  
lこくくなって貯に苗みなとか生じるものを純血荘という，  

I山 田 扇  

Ⅲ 卒 中 脳内の血遥か脹れて出皿をおこす脳出血と．脳内の和宮打  
つまフて血謁かとだえこしまう毘盟基なとか務る．魚憶の  
過剰摂岨や紙屑か危険な要恩とされている．近空でlよ」諷監  
消印電の黛少などにともない．死⊂宴は低下沌向にある．  

票外隷などの  
l自然展撰  

3％   モの他   
公冨2％  

芯脂肪・芯脳分・ 低昆物碓姐  ＼  

なとの切望活  
琶脂血便 血取中の脂円（コレステロール．中性脂肪なと）か興譜lこ咽  

加した状岱亡吊る力18！葛曜状にはあらわれない．苗臆血荘  
は封肪敗化をちたらし．モれか苫らに．噂托筋や脳卒中につ  

な力‘る．   
鴨 尿 屑 皿苅申の弛の芸歴か抱くなってしまう柄扇 

．脚讃中の把の  
罠蔦ガ職＜なると．英明や岩旺の種苗．諾の膿胸（さヨ相の罪）  
かお宮たり．心鰐間や紹卒中になりやすくなき．肥満と蓮如  
不達か尾幌な琴◎と引1ている．   

田 岡 同 軸く普や也ぐぎのなわ、の℡なと蔚をささえ古i8i凛の同気        はじめはロかくさい．臼ぐ琶か出血しやすいなどの椛挑だ       けだ仇通行す為く助かプラクラになり．罷巴に仔濃けてし        冨う，蔭瞳矧こtさ．口端び庶匂である．   
；l：；さ！、】ヱ】てに．巾！ユ試ほむ厭】‡項仁言．1丘佗iちはインスリン才l薦信望Il昭電○堰サる．Tなわ伝． 竺適芯 

．㍍rlとしこのものに帆；宣して伺いごいモユ．  

僅廣的な生活富慣をいくつ実行していますか？   】l  瀾。％丁璃姦廓軒■  
アルコール3％  

米田における研究縞鼻で．どんな票田がどのくらいが  
んによろ死亡左ひき七こしているかな芯出したもの，  
喫煙と食生活という2つの生活習・l銅一大きな都合壬占  
めていて．日常の生活召柏と個人の址康管理がたいせ  
つであることを示している，  

右の7つの項召は．田2のもとになった調  

荘で調べられた佐相ロです。こIl電圧って．  

いろし1ろな人に冥行している堪玩習恨の顕を  

閲し1てみましょう。  

口†．遺切な帽柁をとる  

口2．即金なほぼ百日食べる  

ロコ．ほとんど間食零しない  

口A．遍正f淀村崇つ  

ロ5．肛：娼訂l測粧にする  

ロ6、畏m仕栗毛し仁い  

ロ7．惚鰹廃しない   
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